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(57)【要約】
【課題】本発明により、優れた消臭効果を発揮する口臭
除去用多重ソフトカプセルおよびその製造方法を提供す
る。
【解決手段】本発明は第１ソフトカプセルの内部に少な
くとも１つの第２ソフトカプセルを内包した多重ソフト
カプセルであって、該第２ソフトカプセルが内容物とし
てパセリシードオイルを含有し、かつ該第２ソフトカプ
セルが腸溶性であることを特徴とする口臭除去用多重ソ
フトカプセルに関する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１ソフトカプセルの内部に少なくとも１つの第２ソフトカプセルを内包した多重ソフ
トカプセルであって、該第２ソフトカプセルが内容物としてパセリシードオイルを含有し
、かつ該第２ソフトカプセルが腸溶性であることを特徴とする口臭除去用多重ソフトカプ
セル。
【請求項２】
　前記第２ソフトカプセルが、シャンピニオンエキス、ルイボス、コーヒー抽出物、ゴボ
ウ抽出物、ローズオイル、ファルネソール、ラクトフェリン、緑茶ポリフェノール、アッ
プルポリフェノールおよびユッカエキスから成る群から選択される薬剤を内容物として更
に含有する請求項１記載の口臭除去用多重ソフトカプセル。
【請求項３】
　前記第１ソフトカプセルが、内容物としてパセリシードオイル、シャンピニオンエキス
、レモンオイル、ペパーミントオイル、コーヒー抽出物、ゴボウ抽出物、ローズオイル、
緑茶ポリフェノール、ウーロン茶抽出物、ヨモギ焙煎抽出物、アップルポリフェノール、
柿抽出物、ジンジャーエキス、ハッカ、タイム、ショウキョウ、アマチャ、チョウジから
なる群から選択される物質を含有し、かつ該第１ソフトカプセルが胃溶性である請求項１
記載の口臭除去用多重ソフトカプセル。
【請求項４】
　順次増大する半径を有して同心円状に配置された第１ノズル、第２ノズル、第３ノズル
および第４ノズルからそれぞれ、第２ソフトカプセル用充填液、第２ソフトカプセル用皮
膜液、第１ソフトカプセル用充填液および第１ソフトカプセル用皮膜液を同時に押出し、
この複合ジェットを冷却液中に放出することを特徴とする口臭除去用多重ソフトカプセル
の製造方法であって、該第２ソフトカプセルが内容物としてパセリシードオイルを含有し
、かつ該第２ソフトカプセルが腸溶性である口臭除去用多重ソフトカプセルの製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カプセル・イン・カプセル構造、すなわち多重構造を有し、かつ優れた消臭
効果を発揮する、口臭除去用多重ソフトカプセルに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、生活の質の向上と共に清潔感が重視され、エチケット商品や美容健康食品等、身
体にまつわる口臭や体臭の抑制や予防への関心がますます高まってきた。口臭の原因とし
ては、食べ物が歯の隙間や舌の粘膜、食道などに吸着し、これが時間の経過と共に生じる
臭いがあり（口腔口臭）、口腔内の口臭除去を目的として服用（経口投与）する、口腔用
組成物について、長年、研究がなされており（例えば、特許文献１等）、多数の商品が上
市されてきている。これらの中には、通常の口臭（特に、メルカプタン臭）だけでなく、
複数の口臭除去有効成分を含むことにより、他の食品臭、例えば、ニンニク臭（特に、ジ
アリルジサルファイド臭）やアルコール臭に対しても有効であるものもある。しかしなが
ら、上記のような従来の口腔用組成物は、１商品を服用するだけでは、摂食した食品の口
臭を完全に消すことができなかった。
【０００３】
　元来、口臭は、例えば、食品を摂食することにより、直接、口腔内で発生するもの；摂
食した食品が胃で消化された後、口腔内に戻ってくる臭い、いわゆる「戻り臭」；腸管か
ら血液に吸収された腐敗臭（インドール、メルカプタン類、スカトール、アンモニア）が
、肺の呼気として出てくる臭い；およびそれらの組み合わさったものがある。従って、例
えば口腔内の口臭除去のみを行っても、上記のように胃からの「戻り臭」や腸からの臭い
が発生するため、完全な口臭除去が達成されなかった。
【０００４】
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　そのような問題を克服するためには、口腔内の口臭除去に有効な商品、摂食した食品の
胃からの臭いの消臭を目的とする商品、同様に腸からの臭いの消臭を目的とする商品等の
２つ以上の商品を同時に服用する必要があった。このことは、手間であり、更には、例え
ば胃や腸からの臭いに有効な成分が含まれている商品であっても、服用した口腔内の口臭
除去用の商品以外では、口腔内で溶解あるいは噛み砕かれるため、胃や腸に達するまでに
、唾液や各種消化液によって、必要な有効成分の濃度が薄められてしまうという不利益が
あった。
【特許文献１】特開平３‐２２０１１７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、上記のような不利益を有さず、胃および腸からの臭いの両者に対し有
効な、口臭除去用多重ソフトカプセルを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、図１に示す如く、第１ソフトカプセル（１）の内部に少なくとも１つの第２
ソフトカプセル（２）を内包した多重ソフトカプセル（１０）であって、上記第２ソフト
カプセル（２）が内容物としてパセリシードオイルを含有し、かつ上記第２ソフトカプセ
ル（２）が腸溶性であることを特徴とする口臭除去用多重ソフトカプセル（１０）を提供
する。また、本発明は、上記第２ソフトカプセルが、腸で作用する消臭成分、例えば、シ
ャンピニオンエキス、ルイボス、コーヒー抽出物、ゴボウ抽出物、ローズオイル、ファル
ネソール、ラクトフェリン、緑茶ポリフェノール、アップルポリフェノール、柿ポリフェ
ノールなどの各種ポリフェノールおよびユッカエキス、ハッカ、タイム、ショウキョウ、
アマチャ、チョウジなどの各種ハーブ等から成る群から選択される薬剤を内容物として更
に含有する口臭除去用多重ソフトカプセルも提供する。更に、本発明は、上記第１ソフト
カプセルが、内容物として異臭を抑える成分、例えば、パセリシードオイル、レモンオイ
ル、ペパーミントオイル、コーヒー抽出物、ゴボウ抽出物、ローズオイル、緑茶ポリフェ
ノール、ウーロンポリフェノール、アップルポリフェノール、柿ポリフェノールなどの各
種ポリフェノール、ヨモギ焙煎抽出物、ジンジャーエキス、ハッカ、タイム、ショウキョ
ウ、アマチャ、チョウジなどの各種ハーブ等を含有し、かつ上記第１ソフトカプセルが胃
溶性である口臭除去用多重ソフトカプセルも提供する。加えて、上記第１ソフトカプセル
用皮膜および／またはそれらの内容物が、更に呈味成分を含んで成る口臭除去用多重ソフ
トカプセルも提供する。
【０００７】
　更に他の態様として、本発明は、順次増大する半径を有して同心円状に配置された第１
ノズル、第２ノズル、第３ノズルおよび第４ノズルからそれぞれ、第２ソフトカプセル用
充填液、第２ソフトカプセル用皮膜液、第１ソフトカプセル用充填液および第１ソフトカ
プセル用皮膜液を同時に押出し、この複合ジェットを冷却液中に放出することを特徴とす
る口臭除去用多重ソフトカプセルの製造方法も提供する。
【発明の効果】
【０００８】
　（１）口腔内で溶解および噛み砕かれずに胃へ到達した、胃内消臭効果を有する第１ソ
フトカプセル内の成分が、唾液や各種消化液等で希釈されることなく、胃内で溶出して戻
り臭を押さえる効果を発揮する。
　（２）胃内で溶解されずに腸へ到達した第２ソフトカプセルに内封された成分が、希釈
されたり、損なわれることなく、腸内で溶出して臭いを押さえる効果を発揮する。
　すなわち、本発明の多重ソフトカプセルは、１つのカプセルの服用（経口投与）によっ
て、上記（１）および（２）のような２つの効果を発揮して口臭を除去する。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
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　以下、本発明の口臭除去用多重ソフトカプセルを、図１～２を参照して更に詳細に説明
する。図１は、本発明の口臭除去用多重ソフトカプセルの概略断面図である。図２は、本
発明の口臭除去用多重ソフトカプセルを製造するのに好適な製造装置のノズル部の一態様
を示す模式的な縦断面図である。図１に示すように、本発明の口臭除去用多重ソフトカプ
セル（１０）は、第１ソフトカプセル皮膜（１）およびその中に内包された口臭除去効果
を有する成分を含む内容物（３）、並びに第２ソフトカプセル（２）およびその中に内包
された口臭除去効果を有する成分を含む内容物（４）から成る。
【００１０】
　本発明の多重ソフトカプセルの第１および第２ソフトカプセル皮膜（１）および（２）
を形成するための基材としては、ソフトカプセル皮膜を形成できるものであれば、特にこ
れらに限定されないが、例えば、ゼラチン、寒天、またはこれらの混合物が挙げられる。
【００１１】
　本発明の多重カプセルの形成用材料としては、上記皮膜形成用基材の外に、所望により
、水溶性多価アルコール（例えば、ソルビトール、グリセリン等）、またはアルギン酸ナ
トリウムもしくは低メトキシルペクチン、あるいはアルギン酸ナトリウムの水溶液もしく
は低メトキシルペクチンを２価以上の多価イオンでゲル化処理したもの等を添加してよい
。この場合、上記多価イオンとしては、２価以上の多価金属塩、特に、アルギン酸ナトリ
ウムの水溶液の場合は、水溶性カルシウム塩、例えば塩化カルシウム、リン酸カルシウム
等、低メトキシルペクチンの場合は、カルシウム、マグネシウム等の水溶性塩類を適宜使
用すればよい。
【００１２】
　本発明において、上記第１カプセル皮膜形成用材料には、更に呈味成分も含んでいてよ
い。このような呈味成分とは、甘味料、酸味料および苦味料を意味し、具体的には、例え
ば、甘味料としては、アスパルテーム、ステビア、サッカリンナトリウム、ソーマチン、
スクラロース、アセスルファムカリウムが、酸味料としては、例えばクエン酸、リンゴ酸
、酒石酸、フマル酸が、また苦味料としては、例えばカフェイン、ナリンジンがそれぞれ
挙げられる。
【００１３】
　本発明の多重ソフトカプセルのカプセル皮膜には、更に、可塑剤、防腐剤、色素および
香料等の添加物を添加してもよい。
【００１４】
　上記カプセル皮膜形成材料内において、上記添加物および呈味成分の合計配合量は、カ
プセル皮膜形成用基材１００重量部に対して、０．０１～５０重量部であり得る。特に上
記呈味成分は、カプセル皮膜形成用基材１００重量部に対して、０．１～３０重量部であ
り得る。
【００１５】
　本発明において、上記第１ソフトカプセル用皮膜形成材料には、口腔内で溶解せずに胃
内で溶解させるために、例えば、寒天、アラビアゴムのような物質を、上記添加剤の合計
配合量の０．０１～１０％の量で添加してもよい。
【００１６】
　本発明の多重ソフトカプセルにおいて、第２ソフトカプセル内に封入する内容物は、腸
内において消臭効果を有する物質および食用植物油脂を含んで成る。上記腸内において消
臭効果を有する物質としては、例えば、パセリシードオイル、シャンピニオンエキス、レ
モンオイル、ペパーミントオイル、コーヒー抽出物、ゴボウ抽出物、ローズオイル、ラク
トフェリン、緑茶ポリフェノール、ウーロン茶ポリフェノール、アップルポリフェノール
、柿ポリフェノールなどの各種ポリフェノール、ヨモギ焙煎抽出物、ジンジャーエキス、
ハッカ、タイム、ショウキョウ、アマチャ、チョウジなどの各種ハーブ等およびそれらの
混合物が挙げられる。安定性向上と腸内での雑菌の繁殖を抑えることから、パセリシード
オイルが好ましい。
【００１７】
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　本発明の多重ソフトカプセルは、前述のように、第２ソフトカプセルが内容物として腸
内において消臭効果を有する物質、好ましくはパセリシードオイルを含有することを要件
とする。このパセリには、クロロフィル（葉緑素）が多く含まれており、口臭の元となる
雑菌が増えるのを抑える働きがあり、また、パセリ特有の香り成分であるピネン、アピオ
ールという成分には、雑菌の繁殖を抑え、口臭を予防するという働きもある。
【００１８】
　上記腸内において消臭効果を有する物質の配合量は、第２ソフトカプセル内容物１００
重量部に対し、１～１００重量部、好ましくは１０～６０重量部、より好ましくは２０～
４０重量部であることが望ましい。上記腸内において消臭効果を有する物質が１重量部よ
り少ないと悪臭の消臭効果が弱くなる可能性がある。
【００１９】
　上記食用植物油脂は、安定性向上のために添加するものであって、例えば、ヤシ油、ヒ
マワリ油、ベニバナ油、ゴマ油、ナタネ油、グレープ種子油、およびこれらの混合物が挙
げられる。上記食用植物油脂の配合量は、第２ソフトカプセル内容物１００重量部に対し
、０～９９重量部、好ましくは１０～８０重量部、より好ましくは５０～７０重量部であ
ることが望ましい。上記食用植物油脂が９９重量部より多いと悪臭の消臭効果が弱くなる
可能性がある。
【００２０】
　本発明の多重ソフトカプセルにおいては、第２ソフトカプセルが、上記パセリシードオ
イルに加えて、シャンピニオンエキス、ルイボス、コーヒー抽出物、ゴボウ抽出物、ロー
ズオイル、ファルネソール、ラクトフェリン、緑茶ポリフェノール、アップルポリフェノ
ール、柿ポリフェノールなどの各種ポリフェノールおよびユッカエキス、ハッカ、タイム
、ショウキョウ、アマチャ、チョウジなどの各種ハーブ等から成る群から選択される薬剤
を内容物として更に含有することが好ましい。上記薬剤の配合量は、第２ソフトカプセル
内容物１００重量部に対し、０．０１～５０重量部、好ましくは１０～４０重量部、より
好ましくは２０～３０重量部であることが望ましい。上記薬剤が０．０１重量部より少な
いと悪臭の消臭効果が弱くなる可能性がある。
【００２１】
　上記薬剤の内でも腸内で雑菌の繁殖抑制、悪臭成分の無臭化があることから、シャンピ
ニオンエキスが好ましい。上記シャンピニオンエキスは、口臭や体臭等を消臭する食品と
して知られており、最大の特徴は腸内消臭である。口臭や体臭等の原因は、腸内で生成さ
れる有害物質であり、上記シャンピニオンエキスは腸内に直接作用して、上記有害物質の
生成を抑制する働きがある。
【００２２】
　本発明の多重ソフトカプセルにおいては、前述のような雑菌の繁殖を抑えるパセリシー
ドオイルや腸内で生成される有害物質を抑制して腸内消臭するシャンピニオンエキスを腸
溶性の第２ソフトカプセルの内容物として含有することによって、唾液や各種消化液によ
って有効成分が希釈されたり損なわれたりすることなく腸内に直接作用して、大きな消臭
効果を得ることができるものである。
【００２３】
　更に、第２ソフトカプセル内容物は、所望により、当該分野において通常使用される色
素および香料を含んでいてもよい。上記内容物中の色素および香料の含有量は、第２ソフ
トカプセル内容物１００重量部に対して、８０重量部以下、好ましくは０．１～３０重量
部であることが望ましい。
【００２４】
　本発明の多重ソフトカプセルにおいて、第１ソフトカプセル内に封入する内容物は、胃
内において消臭効果を有する物質および前述の第２ソフトカプセル内容物に記載したもの
と同様の食用植物油脂を含んで成る。上記胃内において消臭効果を有する物質としては、
例えば、パセリシードオイル、レモンオイル、ペパーミントオイル、コーヒー抽出物、ゴ
ボウ抽出物、ローズオイル、緑茶ポリフェノール、ウーロン茶ポリフェノール、アップル
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ポリフェノール、柿ポリフェノールなどの各種ポリフェノール、ヨモギ焙煎抽出物、ジン
ジャーエキス、ハッカ、タイム、ショウキョウ、アマチャ、チョウジなどの各種ハーブ等
が挙げられる。
【００２５】
　上記胃内において消臭効果を有する物質の配合量は、第１ソフトカプセル内容物１００
重量部に対し、１～１００重量部、好ましくは３～５０重量部、より好ましくは５～２０
重量部であることが望ましい。上記胃内において消臭効果を有する物質が１重量部より少
ないと悪臭の消臭効果が弱くなる可能性がある。
【００２６】
　上記食用植物油脂は、前述の第２ソフトカプセル内容物と同様のものを用いることがで
き、香味調整および安定性向上のために添加するものであって、例えば、ヤシ油、ヒマワ
リ油、ベニバナ油、ゴマ油、ナタネ油、グレープ種子油、およびこれらの混合物が挙げら
れる。上記食用植物油脂の配合量は、第１ソフトカプセル内容物１００重量部に対し、０
～９９重量部、好ましくは３０～９５重量部、より好ましくは６０～９０重量部であるこ
とが望ましい。上記食用植物油脂が９９重量部より多いと悪臭の消臭効果が弱くなる可能
性がある。
【００２７】
　本発明の多重ソフトカプセルの第１ソフトカプセルにおいても、第２ソフトカプセルと
同様に、上記胃内において消臭効果を有する物質に加えて、胃で作用する消臭成分、例え
ば、シャンピニオンエキス、ルイボス、ファルネソール、レモンオイル、ペパーミントオ
イル、コーヒー抽出物、ゴボウ抽出物、ローズオイル、緑茶ポリフェノール、ウーロンポ
リフェノール、アップルポリフェノール、柿ポリフェノールなどの各種ポリフェノール、
ヨモギ焙煎抽出物およびジンジャーエキス、ハッカ、タイム、ショウキョウ、アマチャ、
チョウジなどの各種ハーブ等から成る群から選択される薬剤を内容物として更に含有して
もよい。使用する場合、上記薬剤の配合量は、第１ソフトカプセル内容物１００重量部に
対し、０．０１～１００重量部、好ましくは５～７０重量部、より好ましくは１０～５０
重量部であることが望ましい。上記薬剤が０．０１重量部より少ないと悪臭の消臭効果が
弱くなる可能性がある。
【００２８】
　本発明多重ソフトカプセルにおいて、上記第１ソフトカプセル内に封入する内容物には
、上記第１ソフトカプセル用皮膜形成材料と同様に、更に呈味成分も含んでいてよい。上
記呈味成分は、上記第１ソフトカプセル用皮膜形成材料と同様のものを用いることができ
る。
【００２９】
　更に、第１ソフトカプセル内容物は、所望により、当該分野において通常使用される色
素および香料を含んでいてもよい。上記内容物中の色素および香料の含有量は、第１ソフ
トカプセル内容物１００重量部に対して、８０重量部以下、好ましくは０．１～３０重量
部であることが望ましい。
【００３０】
　本発明の多重ソフトカプセルにおいて、第１および第２ソフトカプセル内に封入される
上記内容物の配合量は通常、各カプセル全体の１０～９５重量％、好ましくは５０～９０
重量％である。
【００３１】
　更に、本発明の多重ソフトカプセルにおいて、上記第１および第２ソフトカプセル用皮
膜形成材料には、前述したような消臭成分を含んでいてもよい。
【００３２】
　本発明の多重ソフトカプセルの製造方法としては、例えば、ゼラチン等を基剤とする第
２カプセル皮膜用シートを予め調製した後、乾燥させることにより乾燥シートを形成し、
これを用いて、ロータリー式充填機で、第２カプセル用の口臭除去効果を有する成分を含
んで成る内容物を封入することにより第２ソフトカプセルを形成し、次いで、第１カプセ
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ル皮膜用シートを予め調製して乾燥させた後、これを用いて、ロータリー式充填機で、上
記で形成した第２ソフトカプセルと、第１カプセル用の口臭除去効果を有する成分を含ん
で成る内容物を同時に封入する、継ぎ目有りカプセル製剤の成形法；並びに同芯多重ノズ
ルを用いて、シームレスカプセルを製造する方法が挙げられる。
【００３３】
　本発明のカプセル製剤を製造する方法としては、後者の同芯多重ノズル、特に同芯四重
ノズルを用いる方法がより好ましい（特開昭５９‐１３１３５５号公報）。同芯四重ノズ
ルによる４重構造（すなわち、カプセル・イン・カプセル構造）のシームレス・カプセル
の製造方法の実施態様を図２に示す。
【００３４】
　図２において、予め、各内容物充填液および各皮膜液を調製した。次に、第２ソフトカ
プセル内容物充填液（１１’）をＣ方向から第１ノズル（１１）へ供給し、第２ソフトカ
プセル皮膜液（１２’）をＤ方向から第２ノズル（１２）へ供給し、第１ソフトカプセル
内容物充填液（１３’）をＡ方向から第３ノズル（１３）へ、更に第１ソフトカプセル皮
膜液（１４’）をＢ方向から最も外側の第４ノズル（１４）へそれぞれ供給して、各環状
孔先端部から同時に押し出し、この四相複合ジェットを冷却液（１５）中に放出して本発
明による多重ソフトカプセル（２０）を得る。
【００３５】
　本発明のカプセル製造方法において、充填物は液状であるため、振動手段を用いて複合
ジェット流に適度な振動を与えることによってジェット流の切れを良くしてカプセル化を
容易にし、それによって粒径を均一にすることもできる。
【００３６】
　本発明の多重ソフトカプセルにおいて、第１ソフトカプセルは、通常、粒径２．０～２
０ｍｍ、好ましくは３．０～１０ｍｍ、および皮膜率（＝ソフトカプセル重量に対する皮
膜重量の割合）５～５０％、好ましくは８～３０％に、また第２ソフトカプセルは、通常
、粒径０．５～１８ｍｍ、好ましくは１．０～９ｍｍ、および皮膜率５～１００％、好ま
しくは８～５０％の範囲内でそれぞれ成形することができる。
【００３７】
　本発明において、最終カプセル製品は、より好ましくは、上記製造方法によって成形さ
れたカプセルを乾燥処理した状態であり得る。
【実施例】
【００３８】
　以下に実施例を用いて本発明を更に詳細に説明するが、本発明は以下の実施例に限定さ
れるものではない。
（実施例）
　第１ソフトカプセル被膜液、第１ソフトカプセル内容物充填液、第２ソフトカプセル被
膜液および第２ソフトカプセル内容物充填液はそれぞれ、以下の表１に示した組成で混合
することで調製した。次に、これらを、シームレスカプセル製造機（森下仁丹株式会社製
）内の同心四重ノズルの各ノズルから同時に押し出し、四相複合ジェットを冷却液中に放
出して本発明による４重構造のソフトカプセルを得た。得られたソフトカプセルについて
、口臭除去効果を評価した。その結果を以下の表２に示す。試験方法は後述の通りとした
。
【００３９】
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【表１】

【００４０】
（比較例１）
　上記実施例のようなカプセル・イン・カプセル構造（すなわち四重構造）を有しないカ
プセルであって、内部に口臭除去効果を有する成分としてパセリシードオイルを含有する
市販のカプセルを用いた以外は、実施例と同様にして、口臭除去効果を評価し、その結果
を以下の表２に示す。
【００４１】
（比較例２）
　第２カプセル内容物充填液（内側層）にパセリシードオイルを含まない以外は、実施例
と同様にして４重構造のソフトカプセルを得た。得られたソフトカプセルについて、口臭
除去効果を評価した。その結果を以下の表２に示す。試験方法は以下の通りとした。
【００４２】
（試験方法）
　口臭除去効果評価
　上記実施例において得られたカプセルおよび比較例のカプセルの口臭除去効果について
、以下の条件および手順で試験した。
　（１）条件
　　被験者　３名
　　パネラー　３名
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　　悪臭源（ニンニク臭）：ニンニクが入っていない餃子（エビ）６個に生のおろしたニ
ンニク３ｇを加え、レンジで所定時間温めて食べる。
　　呼気採取：息を採取する前に、３０秒間口を閉じて鼻で呼吸し、鼻から息を吸って、
におい袋に口から息を吐き出す。
【００４３】
　（２）ブランク試験
　１．歯みがきを使わずに２分間歯をみがく。
　２．呼気を採取する。
　３．悪臭源を食べる。
　４．呼気を採取する。
　５．水５ｍＬを飲み、その直後（０分）、１５分、３０分、６０分、１８０分、翌朝(
１８ｈ後）の呼気を採取する。
　６．呼気を下記の評価基準に従って、評価する。
【００４４】
　（３）各消臭サンプル試験
　１．被験者は、歯みがきを使わずに２分間歯をみがく。
　２．呼気を採取する。
　３．悪臭源を食べる。
　４．呼気を採取する（ブランク）。
　５．各カプセルを飲み、その直後（０分）、１５分、３０分、６０分、１８０分、翌朝
（１８ｈ後）の呼気を採取する。
　６．採取した呼気を、以下の評価基準に従って評価する。評価は３人のパネラーそれぞ
れが、すべての被験者の評価を行い、結果は平均として表２に示した。
　（４）評価基準
　０：　無臭
　１：　ほとんど感知できない程の臭い
　２：　何の臭いかわかる弱い臭い
　３：　楽に感知できる臭い
　４：　強い臭い
　５：　強烈な臭い
【００４５】
　（５）上記５の各カプセルの飲み方は、
　　実施例：実施例のカプセル２粒を、水５ｍＬで飲み込む。
　比較例１：市販カプセル２粒を水５ｍＬで飲み込む。
　比較例２：ソフトカプセル２粒を水５ｍＬでみ込む。
【００４６】
（試験結果）
【表２】

【００４７】
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　上記表２、およびその結果を図示した図３から明らかなように、腸溶性の第２ソフトカ
プセルの内容物中にパセリシードオイルを含有する本発明の実施例の多重ソフトカプセル
は、パセリシードオイルが腸まで運ばれない比較例１および２の従来品に比べて、口臭除
去効果が非常に優れる結果となった。
【産業上の利用可能性】
【００４８】
　本発明の多重ソフトカプセルは、１つのカプセルの服用（経口投与）によって、第１ソ
フトカプセルに内封された成分が胃内で溶出して戻り臭を押さえる効果を発揮し、かつ胃
内で溶解されずに腸へ到達した第２ソフトカプセルに内封された成分が、希釈されたり、
損なわれたりすることなく、腸内で溶出して、腸からの臭いを押さえる効果を発揮して口
臭を完全に除去するエチケット商品や美容健康食品等に利用できる。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】本発明の口臭除去用多重ソフトカプセルの概略断面図である。
【図２】本発明の口臭除去用多重ソフトカプセルを製造するのに好適な製造装置のノズル
部の一態様を示す模式的な縦断面図を表す。
【図３】パネラー試験による口臭除去効果の評価結果を表すグラフである。
【符号の説明】
【００５０】
　１ … 第１ソフトカプセル、
　２ … 第２ソフトカプセル、
　３、１３’ … 第１ソフトカプセル内容物、
　４、１１’ … 第２ソフトカプセル内容物、
　１０、２０ … 本発明の口臭除去用多重ソフトカプセル、
　１１ … 第１ノズル、
　１２ … 第２ノズル、
　１２' … 第２ソフトカプセル皮膜液、
　１３ … 第３ノズル、
　１４ … 第４ノズル、
　１４’ … 第１ソフトカプセル皮膜液、
　１５ … 冷却液。
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